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1990 年以降，企業の大型倒産・不祥事が頻発し，業績の悪化も続いている状況に対して

「株主の復権」が叫ばれたりしている。最近では東京スタイルと大株主とのプロクシー

バトルは典型的な事例だろう。しかし，企業の方向性に強い影響力を持つとされる「経

営者」はどの程度の自由裁量権を持っているといえるのだろうか。 

企業に関係する諸主体がどの程度の権力を保持し，そして行使しているのかといった

「企業における所有と支配」は，企業原理論だけでなく実践的な意味でも重要である。

本論文では，既存理論を類型化した上で，事例分析を媒介させて批判的に吟味し，既存

理論の利点を保存しつつ限界を乗り越えた視角を提示した。 


